
A B C D

①
保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた
重点目標を設定しているか。

○

② 目標は 各施設や地域の特色を生かしているか。 ○

③
目標は、社会の要請や保護者の願いを反映して
いるか。

○

④ 目標は、前年度の反省を生かしているか。 ○

⑤
目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図っ
ているか。

○

①
指導計画は乳幼児の実態に即して作成している
か

○

②
保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に
行っているか。

○

③
環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫し
ているか。

○

④ 素材・用具を適切に活用しているか。 ○

⑤ 評価結果を基に、保育の改善に努めているか。 ○

①
１日の流れ(デイリープログラム等)は現行でよ
いか。

○ 現行のままでよい。

① 行事の種類や実施回数は適切か。 ○

②
行事のねらいを計画や実施に十分生かしている
か。

○

③
乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実践的
な活動にしているか。

○

④ 計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 ○

⑤ 保護者の願いや意見を取り入れているか。 ○

行
事
に
つ
い
て

行事を職員全体で見直
し、子どもの発達に合って
いるか、内容等何度も話し
合いを重ねた。

令和4年度　古川保育園における自己点検・自己評価

　令和４年度 本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に生かせる方向で記入すること。

〔記入方法〕
・ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階評価とし、該当する欄に○を付ける。
・ 項目ごとに、意見・改善策を記述する。

◎ 保育の計画の編成と実施に関する評価        　　　　                          　   古川保育園

項目 内容
評価

意見・改善策

保
育
目
標
に
つ
い
て

『共に生き共に育ちあう保
育を実践しよう』という当園
の方針に則り、日々保育
する中で、子どもたちと共
に私たち保育者自身も
育っていけるよう年度当初
に全職員で目標を立てる
と同時に、期末ごとに保育
内容をしっかり振り返り、
次期にはさらに良い保育
となるよう心掛けている。

保
育
に
つ
い
て

　
保育室等の環境について
は、遊具をはじめ、各年齢
に応じた環境を整えてい
る。
また子ども自身が意欲的
に主体的に物事を考えた
り取り組んでいける保育に
努めている。

日
程

Ａ：たいへんよい

 Ｂ：よい

 Ｃ：一部検討を要する  

 Ｄ：改善を要する
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A B C D

① 能率的、合理的な運営組織になっているか。 ○

②
職務内容が明確で、協働できる体制になってい
るか。

○

③ 職員の配置は適材・適所か。 ○

④ 係や仕事の分担・割り当ては適切か。 ○

① 各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 ○

②
職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力
や助言を惜しむことなく施設の運営に関わってい
るか。

○

③ 打合せ回数、時間、内容は適切か。 ○

①
年齢別・クラス目標は、保育目標や重点目標に
基づいて設定しているか。

○

②
年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設
定しているか。

○

③
年齢別・クラス目標に迫る短期・長期のねらいは
適切に設定しているか。

○

④
同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実
を図っているか。

○

⑤
意義や趣旨を理解したティーム保育を行ってい
るか。

○

⑥ 評価、資料（諸記録）を集積しているか。 ○

①
年齢別・クラス経営に生かされるような具体的保
健対策を講じているか。

○

②
避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適
切に実施しているか。

○

③
健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のた
め、家庭への啓発を行っているか。

○

④
乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関
係機関等と連携を図っているか。

○

①
研究主題は、保育目標の具現化につながるもの
であるか。

○

② 園内研修の計画･運営は適切か。 ○

③
研究の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育
ちに反映させているか。

○

④
研究の実践による乳幼児理解が深まりを見せて
いるか。

○

①
各種研究会、研修会、講習会への参加態勢の充
実を図っているか。

○

②
各種研究会、研修会、講習会での内容を園内に
還元しているか。

○

◎ 保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策

経
営
・
組
織

分
業
・
体
制

役職を主任保育士の他に
副主任保育士２名、副主任
保育士補２名、３歳以上
児、３歳未満児のクラスに
リーダーを各１名ずつ配置
し、少数の役職に責任が集
中しすぎないようにした。一
人一人の負担感を軽くする
ことで協働しやすくなった。

運
営

一部中堅保育士をフリー
ににして後輩保育士をサ
ポートしやすい体制にす
ることで、より良いクラス運
営ができるようになった。

年
齢
別
・
ク
ラ
ス
運
営

3歳以上は異年齢児保育
を基本としているが、年齢
別の目標も設定し、随時
年齢別の保育も行ってい
る。

保
健
・
安
全
指
導

　昨今の異常気象、及び
子どもに対する事件を想
定した訓練も取り入れるよ
うにしし、危機意識を持つ
ようにした。

研
究
・
研
修

園
内
研
究
・
研
修

外部から講師を招いたり、
県外の園へ視察に行くな
どして研修には力を入れ
ている。

園
外
研
究
・

研
修

コロナの状況もありオンライ
ンでの研修がほとんどだっ
たが、研修で学んだことを
職員会等で共有しながらス
キルアップに努めた。
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A B C D

①
乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱っ
ているか。

○

② 公文書収受 発送 処理を適切に行っているか。 ○

③
各表簿は、適切な時間・方法で作成・処理してい
るか。

○

①
施設内外・設備の安全点検を計画的に行ってい
るか。

○

②
遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保管
しているか。

○

③
不審者等に対応する周到な配慮を行っている
か。

○

④
掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用し
いるか。

○

① 各種会計を適正かつ適切に処理しているか。 ○
会計事務所に一部を委託
して適切に処理している。

①
地域の小学校との交流を積極的に行っている
か。

②
地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生
活に触れているか。

③
(乳)幼児の興味や関心に基づいて地域社会・そ
の他の施設と交流しているか。

①
地域に開かれた保育施設として、園庭や中庭、保育室
等を開放しているか。

○

②
地域に住む子どもどうし、あるいは親子が一緒に
遊ぶことができるような場の設定を行っているか。

○

③
「子育てについて」など、保護者を対象とした学
習の機会を設定しているか。

○

④
職員による育児に係る「子育て相談」は充実して
いるか。

○

⑤
医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図
り、保護者にとって必要な情報を提供している
か。

○

①
園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の
情報を発信しているか。

○

②
行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や
児童施設、小学校に対して周知しているか。

○

①
第三者評価を導入し、施設運営に反映している
か。

②
地域や保護者の意見を施設運営に反映している
か。

○

項目 内容
評価

意見・改善策

情
報
の
発
信

在園児向けには園便り、ク
ラス便り等文書で発信し、
それ以外にはホームペー
ジ等で情報を公開してい
る。

外
部
評
価

第三者評価は受けていな
い。
地域や保護者の意見を反
映できるように努力してい
る。

情
報
に
つ
い
て

　締切等を定め、適切に
処理するようにしている。

施
設
・
設
備

掲示板を利用して園内で
の感染症発生状況等を保
護者に発信するとともに、
病状及び感染予防に関
する情報も提供している。
不審者対応の訓練も近く
の駐在所の警察の方と連
携をとりながら行ってい
る。

出納・
経理

開
か
れ
た
保
育
所
づ
く
り

家
庭
・
地
域
社
会

と
の
連
携

新型コロナウイルスの状況
もあり、今年度も地域の行
事には参加できなかった
が、小学生が社会科見学
に来園し交流することがで
きた。

子
育
て
支
援
の
推
進

　地域の子育て支援として
は、地域の未就園児を運動
会等の行事に招待して保育
園をより身近に感じてもらえ
るようにしている。また、園庭
開放も随時行っている。
在園児に対しては、懇談会
や個人の子育て相談で支援
を行っている。また『食』に関
する支援として、子どもの年
齢に応じた食育に関する情
報を提供したり、家庭で親子
でできる料理のレシピを配布
したりしている。
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